
～発熱等の症状がある方へ～
◦医療機関受診は診療体制の整った平日昼間に
◦高齢者・小児・基礎疾患がある方、または症状の強い方は医療機関を受診
◦軽微でも症状がある方は、積極的に抗原キットによる自主検査を
以下すべての条件に該当する方は､自己検査・登録制度（無料）を活用 

・ 15 歳以上 65 歳未満の方 
・ 重症化リスクとなる基礎疾患（糖尿病、高血圧、心血管疾患、慢性腎臓病等）がない方 
※基礎疾患があっても、通院をしていない方で、重症化リスクが低いと判断する方を含む  

・ 妊娠している可能性がない方 
・ 結果連絡や問い合わせ等について、メールでの連絡が可能な方 

※それ以外の方や､上記に該当する方でも息苦しさがあるなど症状が強いと感じている方は、直ちにクリニックを受診 

～陽性が判明した方へ～
◦無料 PCR 検査等や自ら検査キットを購入するなどして陽性が判明した方、医療機関受診により
発生届の対象外となられた方は、「陽性者登録センター」への登録を 
◦「陽性者登録センター」へ登録した方などで、管轄保健所から SMS（ショートメッセージ）を受信した方
は、MyHER-SYS（マイハーシス）を活用した健康観察を 

◦療養期間を終えても､10 日間（症状がなかった場合は７日間）は感染させるリスクが残るため、自主
的な感染予防行動の徹底を
特に、重症化リスクのある方と接する医療機関・高齢者施設等に従事する方は、10 日間（症状が
なかった場合は 7 日間）を経過してから勤務を 

◦イベントや催物を行う場合はガイドラインを遵守
◦在宅勤務（テレワーク）の積極的な活用を 
◦各事業所で感染拡大予防ガイドラインを遵守 

◦練習試合や合同練習等は慎重に行うこと
◦各競技団体等のガイドラインが示す感染予防対策を徹底した上で活動 

◦場面に応じたマスクの正しい着用、手洗い･手指消毒、換気など、基本的な感染予防対策を徹底 
◦「３つの密（密集・密接・密閉）」を回避し、感染リスクの高い行動は控える
◦自身や家族に発熱等の症状があれば、出勤・登校を控える 
◦ワクチン（インフルエンザワクチンを含む）の積極的な接種検討を
◦無症状で、感染に不安を感じる方は、PCR 検査等を受検（無料） ※R5.３.31 まで

条

件

県 民 の 皆 様 へ の お 願 い

●安全な生活・安全な外出を

●事業者等の皆様へ

●学校・教育現場の皆様へ

●発熱等の症状がある皆様、陽性が判明した皆様へ

令 和 ５ 年 ２ 月 ２ １ 日

◦発熱等の症状が出た場合に備えて、近隣の発熱外来の情報を把握し、薬や食料品等の常備を 
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令和５年３月 13 日からマスク着用は個人の判断が基本となります 
★本人の意思に反してマスクの着脱を強いることがないよう､個人の主体的な判断が尊重されるようご配慮
をお願いします。ただし、以下のような場合には注意しましょう。

・受診時や医療機関・高齢者施設などを訪問する時
・通勤ラッシュ時など混雑した電車・バスに乗車する時

・高齢者・基礎疾患を有する方・妊婦等、重症化リスクが高い方が感染拡大時に混雑した場所に行く時

症状がある方、新型コロナ検査で陽性の方、同居家族に陽性者がいる方で 
通院等やむを得ず外出をする時には、人混みは避け、マスクを着用してください。 

＜保育所・認定こども園・幼稚園等の就学前児について＞ 
・２歳未満の子どもでは推奨されません。 
・２歳以上児についても、マスクの着用は求めません。あわせて、基礎疾患がある等の様々な事情により、 
感染不安を抱き、引き続きマスクの着用を希望する子供や保護者に対しては適切に配慮してください。

・マスクの着用を推奨するのは、他者と身体的距離（２ｍ以上を目安）が確保できない中で会話を 
行う場合のみです。
・それ以外の場面については、マスクの着用の必要はありません。 
（例:公園での散歩やランニング、サイクリング/徒歩や自転車での通勤、屋外で人とすれ違う場面）

・マスク着用の必要がないのは、他者と身体的距離が確保できて会話をほとんど行わない場合のみ。 
（例：距離を確保して行う図書館での読書、芸術鑑賞）
・それ以外の場面については、マスクの着用を推奨します。 

＜小学校から高校段階の就学児について＞ 
○マスク着用の必要がない場面 
【屋外】他者と身体的距離が確保できる場合（例：離れて行う運動や移動、鬼ごっこなど密にならない外遊び）や、 

他者と距離が確保できなくても会話をほとんど行わない場合（例：屋外で行う教育活動（自然観察・写生
活動等））

【屋内】他者と身体的距離が確保できて会話をほとんど行わない場合（例：個人で行う読書や調べたり考えたりす
る学習） 

＜保育所・認定こども園・幼稚園等の就学前児について＞ 
・２歳未満の子どもでは推奨されません。 
・２歳以上の就学前の子どもについても、個々の発達の状況や体調等を踏まえる必要があることから、他者との
身体的距離にかかわらず、マスク着用を一律には求めていません。本人の体調がすぐれず持続的なマスクの着
用が難しい場合は、無理に着用する必要はありません。

・イベントや催物を行う場合は、基本的な感染防止策の徹底等を行ってください。
・感染防止安全計画を策定し、県による確認を受けた場合、上限人数は収容定員までかつ収容率の上限を
100％とします。それ以外の場合は、上限人数は 5,000 人又は収容定員 50％のいずれか大きい方、かつ収
容率の上限を 100％とします。この場合、県が定める感染防止策等チェックリストを作成・公表してください。ま
た、1,000 人を超える場合は県に開催予定報告書の提出をお願いします。 

★マスクの着用について 令和５年３月１２日まで

イベントの事前相談について

周囲の方に、感染を広げないためにマスクを着用しましょう。 

屋

外

屋

内

ご自身を感染から守るためにマスク着用が効果的です。 

・ 人権への配慮について
新型コロナウイルス感染症に対して不安を抱く中、人権侵害に当たる悪質な行為が見受けられます。新型コロナウイルス

感染症は、誰もが感染する可能性があることを理解し、人権に配慮した冷静な判断を心がけていただきますよう、お願いしま
す。いかなる場合でも、不当な差別、いじめ等は決して許されません。
コロナ差別相談ダイヤル：073－441－2563 FAX：073－433－4540 


